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廃屋（はいおく）の

裏にあるスナック

で知り合った美人

熟女 

 

 
一度、知人などとも歩いたことのあるそ

の周辺。 
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近くに大きなボーリング場カラオケな

どの施設があり近々改装オープンする

予定だ。 

 

 

 

 

 

駅からも近い。 

 

 

 

 

 

その横に廃屋となった 
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・・・・・もはや何の施設かどうかも分

からない家屋がある。 

 

 

 

 

 

たぶん飲食店か何かだ。 

 

 

 

 

別の知人に先日、その辺りに美味しそう

なおっぱいの熟女ママが店主をしてい
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るお酒も美味しいスナックがあると聞

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

「一度一緒に行ってさ、食べちまおうぜ」 

 

 

 

 

ニヤッと笑う友人に 
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「俺、下見してくるわ」 

 

 

 

 

と邪気っぽく笑い返した。 

 

 

 

 

ワクワクしながら・・・・先日の土曜日

とある買い物用事のあと 
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もちろんそれが本当の目的であるのだ

が向かった。 

 

 

 

 

途中で銭湯に立ち寄る。 

 

 

 

 

そこは混浴だった。 
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中へ入ると水着のお姉さんたちが楽し

そうに入浴していた。 

 

 

 

 

 

ぶりんっ！！！ 

 

 

 

 

弾けるような巨乳。お尻などは言うまで

もない。 
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水着はカラフルで黄色。たまらない混浴

だ。 

 

 

 

 

 

 

窓の外はもう暗い。月が欠けていて綺麗

でその横に星屑（ほしくず）。 

 

 

 

 

 

 

隣のゲームセンターのガチャガチャし

た音がかすかに浴場の中まで響いてき
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ている。 

 

 

 

 

湯船に浸かるためシャワーを浴びる俺

のすぐ横でお姉さんが水着を少し脱い

でストレッチ体操をしていた。 

 

 

 

 

 

水着がずれる。 
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太ももなどが露わになる・・・・。 

 

 

 

 

 

隙間風の開いた窓から涼しい冬の気温。 

 

 

 

（体験版は以上になります。ご読了あり

がとうございました） 


